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序文

熊本大学考古学研究室は、今年度で創設40周年を迎えた。

1972年4月、熊本大学法文学部に國分直一教授が着任され、国史学講座Bにおいて考

古学専攻学生の実質的な受け入れが開始された。そして、 1974年4月、国立大学では10

番目の考古学講座が熊本大学に設置された。

それ以来、熊本大学考古学研究室では、発掘調査と整理作業に重点をおく実践的教育

体制を基本として、毎年、九州各地で実習発掘調査を実施し、調査終了後にはすみやか

に整理．検討作業を開始、可能な限りその年度のうちに『考古学研究室報告」 (1997年

以前は『研究室活動報告｣）として発掘調査の成果を公表してきた。こうした一連の作業を

通じて、学生たちは考古学調査・研究の基礎を身につけ、具体的な考古資料から論理的

に事実を組み上げていく学問手法を学んできた。

しかし、このような教育を支える実習地の毎年の確保はかならずしも容易ではなく、まがり

なりにも今日まで続けることができているのは、学内外の関係者の尽力、受け入れ自治体

や地元住民の方々の協力があったればこそである。深甚なる感謝の念を捧げたいと思う。

さて、 2013年度も昨年度に引き続き、阿蘇谷北縁の外輪山裾に所在する平原古墳群を

実習地に選択した。 2年目の発掘調査ということもあり、宿舎として借用する阿蘇市山田公

民館に到着すると、なつかしい故郷に帰ってきたようにさえ思えた。調査は当初順調に進

んだが、8月下旬は雨続きで開店休業の状態が長く続いた。予定していた現地説明会も、

台風接近のため中止せざるをえなかった。 日頃お世話になっている地元の皆様に、我々

の調査成果を知っていただき、また地域の文化財の意義をご説明する機会をもつことがで

きなかったのは、また、学生たちがみずからの言葉で調査内容をお伝えする機会を失った

ことは、かえすがえすも残念であった。次年度は、何としても調査現場をみていただくこと

ができるよう工夫したいと思う。

近年、全国的に考古学を専攻する学生の数が減っていると聞く。また、地方自治体が文

化財専門職員を募集しても、応募者がとても少ないらしい。考古学という学問の魅力がなく

なってきたのか、あるいはほかの要因があるのか慎重に見極める必要があるが、大学人の

私たちがすべきことは、考古学調査・研究の基礎的知識・技術を確実に身につけた人材、

そして考古学を学ぶことの意味について深く考え、また人間や人間社会について深く洞察

することができる人材を育てることである。

41年目以降も、熊本大学考古学研究室に対してあたたかいご支援ときびしいご指導をお

願いしたいと思う。
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